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研究成果の概要（和文）：本研究は、弥生時代に広く流通したとされる石斧の石材を地球科学的に分析した。そ
の結果、従来から指摘されている今山遺跡（福岡県福岡市）で産出される玄武岩を用いて石斧を製作し広く流通
していることが明らかとなった。吉野ヶ里遺跡（佐賀県吉野ヶ里町）で出土した石斧の石材も今山で産出される
玄武岩であることが確認できた。しかし、堂の前遺跡（佐賀県唐津市）出土の石斧石材は今山やその周辺で産出
される玄武岩ではなく、他の産地の玄武岩が用いられていた。このことから、弥生時代の石斧には今山以外の玄
武岩が用いられて、流通している実態も明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In this research, our team analyzed the stones of stone axes which were 
widely distributed during the Yayoi period geoscientifically. As a result, it was revealed that 
stone axes were produced and widely distributed using basalts produced at Imayama site (Fukuoka 
city, Fukuoka prefecture) which have been pointed out in the past. It was confirmed that the stones 
of stone axes excavated at the Yoshinogari site (Yoshinogari town, Saga prefecture) are basalts 
produced at the Imayama. However, the stone axe excavated from the Dounomae site (Karatsu city, Saga
 prefecture) was not the basalt that was produced from Imayama and its surroundings, but basalt from
 other production areas was used. From these facts, basalt rocks other than Imayama were used for 
the stone axes of the Yayoi period, and the actual condition of distribution was also clarified.

研究分野： 考古学
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１．研究開始当初の背景 
 弥生時代の石器生産と流通ネットワーク
に関しては、今山系石斧と立岩石包丁の研究
成果から弥生時代の評価に関わる重要な研
究対象として、多くの研究書に引用されてい
る。すなわち両者の広域分布とその背景にあ
る石器の流通は、専業化した生産の証拠であ
り、弥生社会を専業集団の存在する首長制社
会として捉える証左として用いられる。こう
した広域に分布する考古資料に対して、従来
は主に肉眼観察によって原産地で採取され
る石材と考古資料間の類似性を指摘し、その
類似性を根拠に石器の広域流通と背景に想
定される専業的な生産体制が唱えられてい
る。このような研究の背景には、文化財は唯
一無二の貴重なものであるので、破壊しては
ならないという不文律と、経験的に得られる
資料の類似性の指摘が考古学者のスキルで
あるとする考え方が根底にある。こうした状
況にあって、今山系石斧に関しては、能登原
孝道氏(能登原 2005)や小畑弘己・角縁進両氏
(小畑・角縁 2005)による研究や一部の発掘調
査報告書などで資料を切断し、観察用の薄片
作成や、蛍光 X 線分析装置(XRF)用のガラス
ビード作成を行って分析を進めているが、対
象資料を切断し破壊分析を行ってしまうの
で資料提供が容易ではない。その結果、分析
資料の数量も少なく、また導き出された結果
についても、分析機器の精度に問題があるこ
となどから十分な検討が行われておらず、研
究が進行していない。そこで本研究では、こ
のように肉眼観察に基づいて進められてき
た考古学的な方法論に対し、高精度地球科学
分析を行うことによって、これまでの石器生
産と流通モデルの検証を行う。 
 
２．研究の目的 
 本研究は弥生時代の石器生産と流通ネッ
トワークの解明を目的とし、新たな解析方法
として高精度地球科学分析を用いる。EPMA 
や XRF、LA-ICP-MS を使用した高精度地球
科学分析を行い、対象資料に含まれる微量元
素や希土類元素(レアアース)組成などの定量
データを取得し、弥生時代の石器生産と流通
ネットワークの解明を目指す。本研究では学
史上有名な今山系石斧と立岩石包丁を主要
な対象資料として推進する。両者は古くに原
産地が特定され、また製品を製作した遺跡も
確認されているが、広域に分布する製品と原
産地で採取される石材との対比は肉眼観察
止まりで、機器分析は十分に実施されていな
い。そこで本研究では対象資料の高精度地球
科学分析を通じて、これまでの石器生産と流
通モデルの検証を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究では主な対象資料を今山系石斧に
据えている。今山系石斧は石材の原産地が既
に特定されており、石器を製作した遺跡も確
認されている。したがって、本研究では A 原

産地で採取できる原石、B 石器製作遺跡で出
土した破損品などの資料、C 各地で出土して
いる製品に対して高精度地球科学分析を実
施する。石材表面の風化面を観察して判断す
ることの多かった考古学の分野に対し、地球
科学分析による定量的な解析を行う。これま
での一部の研究では薄片観察とXRFを用いた
主要元素の全岩化学組成までしか行われて
いなかったが(小畑・角縁 2005)、本研究では
対象資料の薄片観察、EPMA を用いた鉱物化
学組成分析、XRF および LA-ICP-MS を用い
た主要元素、微量元素、希土類元素を含む全
岩化学組成分析を行う。その結果、A・B・C の
3 者が地球科学的に同一の岩石であるのか
どうか検証する。また、A の分析では、従来
から認められている原産地の周辺地域で採
取可能な石材とも併せて分析する予定であ
る。その結果、これまで確認されている原産
地のみでしか原石が採取できないのか、それ
以外にも採取できる地点があるのか明らか
にする。B・C の分析では、従来主に肉眼観
察で石材の同定を行っているが、高精度地球
科学分析によって定量的に岩石の分類を行
うことで石材の同定を行い、単一の石材が材
料であるのかを明らかにする。これらの分析
で得られた結果に基づき、考古学的な考察を
行い弥生時代の石器生産と流通ネットワー
クの解明を試みる。 
 なお、本研究の特色はこれまでの石器生産
や流通ネットワークの解明に関する研究と
は異なり、定量的に資料の同定を行い、考古
学的な議論の基盤を確立することにある。広
域に分布する石器に対して、一定の考古学的
な評価が行われていたが、出土した製品と原
産地で採取できる原石との対比は経験に基
づく肉眼観察に頼っていた。本研究ではそう
した経験に基づく方法で組み立てられた仮
説に対し、客観性を持った定量的手法で検証
を行うことを目的としている。出土した製品
に対する基礎的な定量データを提示し、それ
らを検討した上で資料間の比較を行う。この
ような研究を行うため、本研究では従来の外
観を損ね資料を破壊してしまう分析ではな
く、極力資料に影響を与えない 刳り貫き法
で微量サンプルを採取し分析に用いる。この
刳り貫き法の確立と運用が特色の１つであ
る。このサンプル採取方法が確立し運用され
るならば、資料提供も増加し、より多くの資
料を対象に分析することが可能である。 
 
４．研究成果 
（１）今山系石斧と称される玄武岩製の弥生
時代の石斧が、今山(福岡市西区所在)の玄武
岩だけではなく、未知の玄武岩を使用して製
作されていることが判明した。この分析には
今山で採取された玄武岩と、消費地である遺
跡出土の石斧試料の玄武岩を用いている。分
析は地球科学の分野で用いられる高精度の
分析手法を駆使し、全岩化学組成、微量元素、
希土類元素の組成比較、鉱物化学組成などを



実施した。今山で採取できる玄武岩のレンジ
を確認し、各地の遺跡から出土した資試料と
のマッチングを行った。その結果、冒頭で述
べたように、今山で採取できる玄武岩以外の
石斧への使用が明らかとなった。そこで、新
たな玄武岩の産地を探索することとなった。
また、同時に今山ではない玄武岩で製作され
た石斧が、弥生時代の流通量としてどの程度
であったか調査し、今山ブランド石斧の範囲
と、類似した石材を使用した石斧の流通圏か
ら、弥生時代の資源獲得状況やヒトの動きを
探ることも可能であろうと想定した。しかし
ながら、非今山産の玄武岩を使用した石斧は
これまでのところ 1点しか確認できず、流通
量に関しては今後の課題である。 
 
（２）非今山系石斧石材の産地を今山周辺、
唐津周辺、嘉穂盆地周辺、壱岐島でサンプル
を採取し、分析を行ったが、結果的に同定す
ることができず、現状では不明である。今後
も探索を進め、今山でない石斧に用いた玄武
岩の産地を解明する予定である。 
 
（３）今山に隣接する毘沙門山の玄武岩は麓
の今津遺跡において石斧製作に用いられて
いると考古学的にはいわれてきたが、本研究
では使用されていないことが判明した。なぜ
なら毘沙門山産出の玄武岩と今山産出の玄
武岩は鉱物化学組成を比較することで区分
することができるからである。そこで、毘沙
門山の下に所在する今津遺跡採取の石斧素
材を分析したところ、今山産出の玄武岩が用
いられていたことが判明した。その結果、毘
沙門山で産出される玄武岩は石斧石材とし
て用いられていないことが判明した。また、
消費地遺跡でもこれまでのところ、毘沙門山
産の玄武岩を用いた石斧は確認されていな
い。なお、当然のことながら成果（１）（２）
で明らかとなった遺跡出土の非今山系の玄
武岩製石斧の玄武岩は、毘沙門山産出の玄武
岩ではない。 
 
（４）本研究の結果、今山系石斧の産地から
一番遠隔地の消費地遺跡は佐賀県吉野ヶ里
遺跡から出土している製品であり、従来の研
究から指摘されているとおり、今山の玄武岩
を利用した石斧が今山から遠く離れて北部
九州一円に広がっていることを追認するこ
とできた。 
 
（５）石斧資料から適切な試料を採取するた
め、マルトー社製の卓上コアピッカーを配備
し、石斧の破損断面からサンプルを抜くこと
に成功した。この成果は、学会で発表し多く
の研究者から興味関心をもたれ、問い合わせ
が数多く寄せられた。この方式の有効な点は
破損面からのサンプル採取を行うため、考古
資料で最も重視される外形情報を全く損な
わずに運用できる点にある。現在は石斧を想
定した機器の設定にしているが、今後は他の

試料にも対応できるよう改造し、汎用性を高
めていく予定である。 
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